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ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描

①

■

香
貫
の
疏
菜
栽
培

沼
津
市
の
香
貫
地
区
は
戦
前
か
ら
疏
菜
の

栽
培
が
盛
ん
で
あ

っ
た
。
大
正
七
年

（
一
九

一
八
）
刊
行
の

『楊
原
村
沿
革
誌
』
に
は
、

「胡
瓜

・
茄
子

ハ
古
来
気
候

・
風
土
ノ
関
係

上
他
地
方

二
先
ン
ジ
其
成
熟
ノ
早
キ
ヲ
以
テ

所
謂
初
物
ト
シ
テ
香
貫
茄
子
、
香
貫
胡
瓜
ト

シ
テ
世
上

二
賞
翫
セ
ラ
ル
ヽ
久
シ
ク
、
今
ヤ

種
々
ノ
研
究

ニ
ョ
リ
テ
其
作
付
培
養
共

二
大

二
進
歩
ヲ
示
ス
ニ
至
ル
」
と
記
述
さ
れ
て
い

る
。
安
永
六
年

（
一
七
七
七
）
の
上
香
貫
村

明
細
帳

（『楊
原
村
沿
草
誌
』
所
載
）
に
は
畑

作
物
と
し
て
麦

・
豆

・
粟

・
稗
な
ど
と
と
も

に
菜

・
大
根

・
茄
子

。
牛
芳

・
蕎
麦

。
と
う

き
び

。
胡
麻
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
近

世
以
来
続
け
ら
れ
て
き
た
生
産
だ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
沼
津
藩
時
代
に
は

「菜
園
場
」

と
呼
ば
れ
た
藩
専
用
の
農
園
も
置
か
れ
て
い

た
。
早
期
栽
培
は
明
治
十
七
八
年
頃
か
ら
始

め
ら
れ
た
と
い
い
、
主
と
し
て
地
這
胡
瓜
が

取
り
入
れ
ら
れ
た
。

昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）
の
統
計
に
よ
る

と

（昭
和
三
年
版

『沼
津
市
勢
要
覧
』
）
、

胡
瓜
が

一
〇
九
二
〇
〇
円
、
南
瓜
が
五
四
〇

五
〇
円
、
茄
子
が
二
九
六
四
〇
円
で
生
産
高

t
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上
位
で
あ
る
。
他
に
葱

。
大
根

。
西
瓜
・

漬
菜

・
里
芋
な
ど
が
統
計
の
項
目
と
し

て
あ
が
っ
て
い
る
。

昭
和
十
二
年

（
一
九
二
七
）
刊
行
の

『沼
津
市
誌
』
に
は
、
「近
年
温
室
、
フ

レ
ー
ム
の
経
営
盛
ん
と
な
り
、
東
京
方

面
に
年
々
多
額
の
移
出
を
見
る
に
至
れ

る
は
当
市
の
誇
り
と
い
ふ
べ
き
な
り
」

「
一
段
歩

一
ケ
年
の
収
穫
数
百
円
を
得

る
と
い
ふ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

戦
後
は
農
協
を
中
心
に
出
荷
が
行
わ

れ
、
促
成
栽
培
の
名
声
は
よ
り
高
ま
っ

た
が
、
三
十
年
代
に
入
る
と
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
が

一
般
に
普
及
し
た
結
果
、
香

貫
疏
菜
と
し
て
の
特
色
は
失
わ
れ
て
い

っ
た

（『沼
津
市
誌
』
中
巻
、　
一
九
六

一

年
）
。

『
一一
鋼
一一

，‐
‐‐，‐

一
一

▲
〓
剋
一一

価
〓
▲
〓錮一一

型
一
○
園
鑑
先
生

ハ
去
る
十
日
午
後
胃
病
に

て
死
去
せ
ら
れ
た
り
先
生
は
夙
に
英
学

に
通
ぜ
ら
れ
維
新
の
後
静
岡
藩
沼
津
兵

学
校
の
教
官
と
な
り
子
弟
を
教
育
せ
ら

れ
廃
藩
置
県
の
後
司
法
省
に
出
仕
し
専

ら
翻
訳
に
従
事
し
後
判
事
に
任
せ
ら
れ

た
り
し
が
惜
し
む
べ
し
濫
然
費
を
易

ヘ

ら
れ
た
り

（『函
右
日
報
』
明
治
１７
・１２
・

１４
）右
に
掲
げ
た
の
は
、
沼
津
兵
学
校
三

等
教
授
で
あ

っ
た
薗
鑑
の
死
を
報
じ
る

新
聞
記
事
で
あ
る
。
兵
学
校
の
関
係
人

物
、
特
に
教
授
陣
に
つ
い
て
は
、
当
館

で
も
調
査
を
行
い
少
な
く
な
い
人
物
を

発
掘
し
て
き
た
が
、
彼
に
つ
い
て
は
顔

写
真
も
な
く
展
示
の
中
で
紹
介
で
き
ず

に
い
る
。
石
橋
絢
彦
の

「沼
津
兵
学
校

沿
草
」
「沼
津
兵
学
校
職
員
伝
」
、
大
野

虎
雄

『沼
津
兵
学
校
と
其
人
材
』
に
も

彼
に
関
す
る
記
載
は
少
な
い
。

断
片
的
に
は
、
幕
末
に
は
鑑
二
郎
と

名
乗

っ
て
い
た
こ
と
、
蕃
書
調
所
英
学

世
話
心
得
や
開
成
所
教
授
手
伝
並
出
役

な
ど
の
任
に
あ
っ
て
英
語
を
習
得
し
て

シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
〈〉

英

学

者

薗

鑑

い
っ
た
風
体
で
あ
っ
た
。
給
料
の
札
束

を
い
つ
も
本
の
間
に
は
さ
ん
だ
ま
ま
講

義
を
し
て
い
た
が
、
あ
る
日
、
教
室
を

出
る
時
に
そ
れ
を
落
と
し
た
。
武
士
に

と
っ
て
は
恥
じ
る
べ
き
不
注
意
な
行
為

で
あ
っ
た
の
で
、
生
徒
は
落
と
し
た
金

の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
報
告
す
べ
き
か

困
っ
た
が
、
「先
生
、
何
か
落
と
し
ま
せ

ん
で
し
た
か
」
と
尋
ね
る
と
、
「拾

っ
て

こ
い
」
と
言
う
、
拾

っ
て
き
て
見
せ
る

と

「俺
の
だ
」
と

一
言
の
礼
も
言
わ
ず

に
引
っ
た
く
っ
て
懐
中
に
し
ま
い
行
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
を
見
た
生

徒
た
ち
は
後
で
控
室
に
集
ま
り
、
薗
の

さ
っ
ぱ
り
し
て
天
真
爛
漫
な
態
度
に
拍

手
喝
朱
を
送

っ
た
と
い
う
。
無
邪
気
で

微
塵
も
私
心
が
な
い
人
柄
だ

っ
た
の

で
、
薗
は
ど
ん
な
生
徒
か
ら
も
心
服
さ

れ
て
い
た
と
い
う
。

明
治
政
府
で
は
最
初
文
部
省
に
出
仕

し
た
ら
し
い
が
、
そ
れ
以
後
の
経
歴
は

官
員
録
か
ら
追
え
る
。
た
と
え
ば
八
年

（
一
人
七
五
）
時
点
で
は
正
院
七
等
出

仕
、
十
四
年

（
一
八
八

一
）
時
点
で
は

東
京
上
等
裁
判
所
判
事
で
あ
っ
た
。

『地
質
学
』
（明
治
５
年
、
瓜
生
寅
共

訳
、
文
部
省
刊
）
、
『百
科
全
書
　
北
欧

鬼
神
誌
』
（明
治
１１
年
、
文
部
省
刊
）
、

沼津青果市場株券 昭和 17年

(野崎権次氏所蔵 )

■
｀レ

い
た
こ
と
、
イ
ギ
リ
ス
人
教
師
に
よ
る

海
軍
伝
習
に
際
し
て
翻
訳
掛
頭
取
に
任

命
さ
れ
た
こ
と

（慶
応
三
年
）
、
な
ど
の

事
実
が
知
ら
れ
る
。
開
成
所
時
代
の
慶

応
元
年

（
一
八
六
五
）
に
は
、　
ロ
シ
ア

留
学
生
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
同
僚
市
川
斎
宮
の
息
子
文
吉
の
た

め
に
他
の
教
官
た
ち
と
と
も
に
横
文
字

に
よ
る
送
別
の
辞
を
贈
っ
て
い
る
。
各

人
が
専
門
の
オ
ラ
ン
ダ
語
。ド
イ
ツ
語
・

フ
ラ
ン
ス
語

。
英
語
に
よ
っ
た
が
、
勿

論
、
薗
は
英
語
で
あ

っ
た

（『幕
末
洋
学

者
欧
文
集
』
）
。

江
原
素
六
は
薗
と
は
親
し
か
っ
た
ら

し
く
、
後
年
に
な
っ
て
講
演
の
中
で
以

下
の
よ
う
な
沼
津
兵
学
校
時
代
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
し
、
薗
の
人
柄
を
褒
め

て
い
る

（『江
原
素
六
先
生
伝
』
講
演

一

二
四
～
五
頁
）
。

薗
は
英
学
と
数
学
の
大
家
で
あ
っ
た

が
、
す
こ
ぶ
る
無
頓
着
な
性
格
で
、
襟

は
は
だ
け
て
胸
が
見
え
、
羽
織
の
組
は

片
方
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
、
袴
は
帯

の
結
び
目
の
下
に
ず
り
落
ち
て
い
る
と

t
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『百
科
全
書
之
中
　
教
学
必
要
巻
之

弐
』
（明
治
１８
年
、
箕
作
麟
祥
共
訳
）
な

ど
の
訳
書
が
あ
る
。

雑
司
ケ
谷
霊
園
に
残
る
彼
の
墓
に
は

「判
事
正
七
位
菌
鑑
之
墓
」
「
明
治
十
七

年
十
二
月
十
日
卒
　
歳
四
十
六
　
法
性

慶
応
四
年

（
一
八
六
八
）
四
月
、
旧

幕
府
陸
軍
の
撒
兵
頭
で
あ

っ
た
江
原
は

下
総
国
で
官
軍
と
抗
戦
し
敗
北
し
た
。

そ
の
後
は
江
戸
に
も
ど
り
友
人
宅
に
か

く
ま
わ
れ
た
り
し
な
が
ら
官
軍
の
追
及

を
逃
れ
た
が
、
や
が
て
徳
川
家
の
駿
府

移
封
に
従
い
駿
河
国
に
移
住
す
る
。
し

か
し
、
官
軍
と
の
戦
い
に
参
加
し
て
い

た
と
い
う
前
歴
は
隠
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
い
ま
だ

「
お
尋
ね
者
」
の
身
で
あ

っ
た
。
最
初
に
仮
住
ま
い
し
た
の
が
駿

東
郡
竹
原
村

（長
泉
町
）
の
豪
農
大
沼

家
で
あ
っ
た
。

江
原
を
か
く
ま
っ
た
大
沼
家
の
当
主

の
名
前
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
十
三
年

（
一
九
〇
〇
）
二
月
十
八
日
の
江
原
の

談
話
筆
記
（『旧
幕
府
』
第
四
巻
第
四
号
）

に
は

「三
島
在
に
隠
れ
竹
原
村
の
用
右

お
尋
ね
者
の
江
原
素
六
を
か
く
ま
った
大
沼
要
右
衛
門

ｔ

院
真
誉
理
鑑
居
士
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

兵
学
校
当
時
は
三
十
歳
前
後
で
あ

っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
彼
に
は
実
子
が

な
く
養
子
が
跡
を
継

い
だ
よ
う
で
あ

る
。
関
東
大
震
災
や
戦
災
の
た
め
遺
族

の
も
と
に
資
料
は
残

っ
て
い
な
い
。

衛
門
と
云
ふ
者
の
宅
に
居
り
ま
し
た
」

と
な

っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
に
刊
行
さ

れ
た
『急
が
ば
廻
れ
』
（
一
九

一
八
年
刊
）

と
『基
督
者
と
し
て
の
江
原
素
六
先
生
』

（
一
九
二
二
年
刊
）
で
は
「大
沼
嘉
右
衛

門
」、
『江
原
素
六
先
生
伝
』
（
一
九
二
三
年

刊
）
で
は
「大
沼
喜
右
衛
門
」
と
な
っ
て

し
ま

っ
て
い
る
。
近
年
、
辻
真
澄
氏
は

そ
の
著
『江
原
素
六
』
（
一
九
八
九
年
刊
）

に
お
い
て
、
「大
沼
要
右
衛
門
」
が
正
し

い
こ
と
を
示
さ
れ
た
。
地
元
の
方
の
間

き
取
り
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
事

実
で
あ
る
。
な
お
、
大
正
期
に
石
橋
絢

彦
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
草

稿

「沼
津
兵
学
校
逸
話
　
江
原
素
六
翁

の
壮
時
」
（江
原
文
書
Ｍ
１
１４
）
に
も
「竹

原
の
用
右
衛
門
方
」
と
あ
り
、
要
右
衛

門
が
正
し
い
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

）

大
沼
家
は
要
有
衛
門
で
十
〓
代
日
と

い
う
旧
家
で
あ
り
、
名
主
を
つ
と
め
た

象
農
で
あ
っ
た
。
要
右
衛
門
の
人
と
な

り
に
つ
い
て
は
墓
石
に
刻
ま
れ
た
銘
文

が
参
考
に
な
る
。
以
下
に
掲
載
す
る
。

大
乗
院
厚
得
日
信
居
十

本
信
院
妙
徳
日
保
大
姉

大
沼
翁
成
由
ス
墓
誌
銘
　
大
沼
翁
成
曳
菩

俳
諧
凡
知
俳
譜
者
無
不
知
成
雙
翁
余
謂

翁
以
戸
長
尽
力
村
事
郷
人
徳
之
而
日
為

俳
匠
未
悉
翁
之
為
人
也
翁
本
姓
渡
辺
氏

諄
豊
吉
後
改
要
右
衛
門
父
諄
嘉
六
郎
養

於
大
沼
氏
養
父
諄
要
八
配
其
女
以
嗣
駿

河
駿
束
郡
小
泉
村
富
沢
人
安
政
六
年
襲

先
職
為
名
主
明
治
維
新
県
制
始
須
為
戸

長
兼
知
学
務
翁
為
人
謹
厳
常
病
郷
俗
Ｈ

趨
浮
靡
非
衣
悪
食
倹
素
自
率
衆
皆
紡
之

滸
惰
之
風

一
変
其
接
客
必
Ｉ
容
儀
郷
隣

為
之
語
日
侍
翁
使
人
不
勝
坐
敬
官
府
崇

神
仏
毎
校
合
警
署
社
寺
修
築
必
先
衆
義

捐
光
長
寺
為
八
品
派
本
山
罹
災
翁
以
其

名
蹟

一
朝
蕩
尽
施
数
百
金
資
再
建
後
以

戸
長
兼
駿
東
全
郡
町
村
連
合
会
議
員
郡

毎
有
会
議
多
決
翁
言
翁
白
努
嗜
俳
譜
嘗

遊
東
京
懐
所
業
謁
小
築
庵
春
湖
翁
々
激

賞
見
其
俳
号
日
米
成
笑
日
子
業
己
成
乃

改
号
日
五
葉
庵
成
雙
俳
名
隆
起
交
道
日

広
与
諸
名
匠
唱
和
所
存
録
若
千
巻
命
日

五
葉
庵
集
翁
自
襲
先
業
三
十
年
正
丈
量

改
租
几
□
村
事
無
所
不
与
至
此
漸
厭
世

務
将
謝
人
事
結

一
州
庵
寄
懐
風
月
未
果

其
志
十
六
年
六
月
十
二
日
病
卒
寿
五
十

二

一
男
六
女
二
女
夭
男
猶
幼
養
喜
多
氏

男
広
次
郎
配
長
女
以
嗣
銘
日

今
所
謂
俳
流
　
遺
棄
人
事
　
放
浪
自

縦
　
翁
則
不
然
　
尽
力
村
事
　
為
郷

里
之
重
　
有
時
乗
皿
（　
嘲
弄
風
月

確
知
無
用
之
為
用
東
京
　
岡
千
側
撲

明
治
二
十
三
年
仲
春

嗣
大
沼
広
次
郎
建
石

こ
の
碑
文
か
ら
は
、
要
右
衛
門
の
年

齢
が
江
原
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
、
名
主

・
戸
長

・
駿

東
郡
町
村
連
合
会
議
員
な
ど
を
歴
任
し

地
域
の
行
政
に
尽
く
し
た
ほ
か
、
五
葉

庵
成
史
の
俳
号
を
も
つ
俳
人
で
あ

っ
た

と
い
う
経
歴
が
わ
か
る
。
彼
は
駿
東
郡

富
沢
村

（裾
野
市
）
の
渡
辺
家
か
ら
入

っ
た
養
子
で
あ
っ
た
が
、
同
家
の
先
祖

に
は
十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
初

め
に
か
け
て
活
躍
し
た
沼
津
の
宗
匠
六

花
庵
官
鼠
の
問
弟
で
あ
っ
た
虎
杖
こ
と

渡
辺
嘉
六
郎
知
陳
が
お
り
、
代
々
俳
諧

を
嗜
ん
だ
家
で
あ
っ
た
。
な
お
要
右
衛

門
の
俳
号
に
つ
い
て
は
野
水
堂
静
味
と
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す
る
文
献
も
あ
る

（『長
泉
町
竹
原
区

誌
』

一
九
七
九
年
刊
）
。

江
原
が
大
沼
家
に
滞
在
し
た
の
が
正

確
に
ど
の
く
ら
い
の
期
間
で
あ

っ
た
の

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
後
転
居
し

た
ら
し
く
、
明
治
二
年

（
一
八
六
九
）

二
月
時
点
で
は
西
間
門
村
の
素
封
家
長

倉
半
兵
衛
方
に
仮
寓
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
る
。
同
年
中
に
は
さ
ら
に

西
熊
堂
村
に
自
宅
を
購
入
し
た
ら
し
い

（
二
年
十
月
に
西
熊
堂
村
の
清
治
郎
か

ら
土
地
を
買
い
取

っ
た
文
書
が
現
存
す

る
）
。
大
沼
家
に
い
た
頃
、
江
原
は
小
野

三
介
か
ら
更
に
水
野
泡
三
郎
と
名
を
変

え
て
い
た
。
田
ん
ぼ
道
な
ど
は
平
然
と

往
来
し
て
い
た
が
、
静
岡
か
ら
の
内
命

で
あ
ま
り
公
然
と
出
て
歩
い
て
は
い
け

な

い
と
あ
る
者
か
ら
注
意
さ
れ
た
と

い
つヽ
。

要
右
衛
門
と
江
原
と
の
交
遊
関
係
は

そ
の
後
も
続
い
た
と
思
わ
れ
る
。
明
治

二
十
三
年

（
一
八
九
〇
）
、
第

一
回
衆
議

院
議
員
選
挙
に
立
候
補
し
た
江
原
に
対

し
て
、
そ
の
支
持
者
た
ち
が
新
聞
広
告

を
出
し
支
持
表
明
を
行

っ
た
が
、
そ
の

連
名
者
の
中
に
彼
の
名
前
も
見
い
だ
せ

る
の
で
あ
る

（『静
岡
民
友
新
聞
』
明
治

２３

・
６

・
２９
）
。

◎
夏
の
各
種
企
画
終
了

九
月
二
十
九
日
で
企
画
展

「近
世

・

近
代
ぬ
ま
づ
の
俳
人
た
ち
」
は
終
了
し

ま
し
た
。
当
市
で
は
こ
れ
ま
で
ま
と
ま

っ
た
形
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ

た
分
野
の
展
示
で
あ
り
、
史
料
収
集
の

上
か
ら
も
意
義
あ
る
企
画
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
関
連
し
て
七
～
八
月
に
四

回
行
わ
れ
た
歴
史
講
座
に
も
熱
心
な
聴

講
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

八
月
十
五
日
に
行

っ
た
平
和
を
考
え

る
親
子
戦
争
史
跡
め
ぐ
り
に
は
、
９
組

１９
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
小
学
三
年
生

か
ら
中
学

一
年
生
ま
で
の
子
供
た
ち
が

地
域
に
残
さ
れ
た
戦
争
の
傷
痕
を
実
地

で
学
び
ま
し
た
。

九
月
の
日
曜
日
に
五
回
連
続
で
実
施

し
た
古
文
書
解
読
入
門
講
座
に
は
四
十

四
名
の
受
講
者
が
あ
り
、
は
じ
め
て
の

く
ず
し
字
解
読
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

◎
史
料
館
の
収
蔵
資
料

当
館
に
は
現
在
、
主
要
な
も
の
と
し

て
以
下
の
よ
う
な
種
類
と
分
量
の
資
料

が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
是
非
ご
活
用

下
さ
い
。

１
．
文
書
　
四
十
三
件

・
約
四
万
点

未
整
理

・
目
録
未
刊
行
資
料
を

含
め
る
と
件
数

。
点
数
と
も
こ
れ

に
数
倍
す
る
。
検
索
の
手
段
と
し

て
逐
次
目
録
を
刊
行
し
て
お
り
、

現
在
、
十
八
集
ま
で
刊
行
。

２
．
物
品

・
書
画
類
　
約

一
〇
〇
〇
点

歴
史
資
料
と
し
て
の
意
味
を
も

つ
道
具

・
衣
装

・
書
画
な
ど
の
他

に
、
沼
津

。
原
を
描
い
た
浮
世
絵

な
ど
当
館
収
集
品
。

３
．
図
書
　
約

一
万
冊

二
階
の
資
料
閲
覧
室
に
配
架
し

て
い
る
。
静
岡
県

・
沼
津
市
関
係

の
刊
行
物
や
日
本
近
代
史
関
係
の

Ｌ

史
料
的
文
献
、
交
流
の
あ
る
大
学
・

博
物
館

。
文
書
館

。
自
治
体
史
編

纂
室
な
ど
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
書
籍

な
ど
。

４
．
和
装
本
　
約

一
二
〇
〇
冊

沼
津
兵
学
校
関
係
人
物
の
著
作

や
、
他
の
沼
津
ゆ
か
り
の
人
物
の

著
作
、
沼
津
関
係
地
図
な
ど
。
近

世
か
ら
明
治
前
期
の
木
版

・
和
装

本
が
多
く
、
内
容
的
に
は
英
学

・

数
学

。
医
学
な
ど
多
様
な
分
野
。

５
．
マ
イ
ク
ロ
。
フ
ィ
ル
ム
　
五
三

一

リ

ー

レ

静
岡
県
内
で
明
治
初
期
以
降
発

行
さ
れ
た
新
聞

（十
二
種
）
と
現

物
で
収
集
不
可
能
な
沼
津
関
係
の

文
書
資
料

（九
十
七
件
）
。

６
．
写
真
　
約
二
万
コ
マ
　
明
治
か
ら

戦
後
に
い
た
る
時
期
の
沼
津
関
係

の
古
い
写
真
の
複
写
、
企
画
展
の

展
示

・
図
録
用
に
撮
影
し
た
各
種

資
料
の
写
真
な
ど
。

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
４７
号

獅
礁
　
沼
津
市
明
治
史
料
館

〒
４１０
沼
津
市
西
熊
堂
二
七
二
―

一

電
　
話

〇
五
五
九
‐
二
三
‐三
二
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
五
五
九
‐
二
五
‐三
〇
一
八

t
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